
1

実態調査の結果について
～消費者アンケート結果～

資料２
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消費者アンケートについて

①目的
我が国の一般消費者のアニマルウェルフェアに関する認識状況

及び購買行動等についての意識調査を行うため、アンケート調査
を実施した。

②実施日時 平成18年10月15日（日）

③調査場所

●東京食肉市場まつり2006（品川）
●家畜改良センターふれあい祭り

④調査数

・集計数：５７０名分
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消費者アンケートについて

0%

49%

51%

男性 女性 無回答

10代;
4% 20代;

12%
60代以
上; 17%

30代;
31%40代;

20%

50代;
16%

18%

82%

0%

はい いいえ 無回答

問１．性別について問１．性別について 問２．年代について問２．年代について 問３．動物愛護に関心はありますか？問３．動物愛護に関心はありますか？

問４．動物愛護と聞いて、思い浮かべる動物は何ですか？（２つまで回答可）問４．動物愛護と聞いて、思い浮かべる動物は何ですか？（２つまで回答可）

3%
1%

6%

4%

19% 46%

21%

家庭動物

展示動物

実験動物

家畜

思い浮かば
ない
その他

無回答

1%7%
4%

10%

56%

22%

7%

3%

10%

10%
46%

24%

その他
・クジラ、イルカ ・稀少動物・捨てられたペット ・絶滅危機のある動物 ・天然記念動物
・ヒト ・密猟される動物 ・野生動物 ・皮革に用いられる動物

・全体 ・動物愛護に関心がある ・動物愛護に関心がない
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32%

26%

17%

20%

1%4%

ほとんどいつも 時々

ごくまれに なし

肉を買わない わからない

2%

20%

22%

1%
1%

20%

23%
6%

5%

生産地

家畜の飼い方

賞味期限

鮮度

価格

安全安心

何も気にしない

その他

無回答

消費者アンケートについて

20%

20%

20%

1% 0%

20%

18%

1%

問５．日常、お肉や卵を買うときに重視すること問５．日常、お肉や卵を買うときに重視すること

（２つまで回答可）（２つまで回答可）

17%

26%

12%
2% 2%

22%

17%
2%

・動物愛護に関心がある ・動物愛護に関心がない

～欧州連合の家畜福祉意識調査～～欧州連合の家畜福祉意識調査～
家畜福祉を意識しながら食肉を家畜福祉を意識しながら食肉を

購入した頻度について購入した頻度について
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消費者アンケートについて

問６．問６．ヨーロッパのスーパーの卵売り場では、

衛生管理・空調設備の整った環境でケージで飼われている鶏（A)と
自由に動き回れるよう、土の上で放し飼いされている鶏が産んだ卵（B)の
2種類の卵が売られています。

さて、日常の買い物の場合、あなたはどちらの卵を買いますか？

1%

49%

3%

17%

30%

A：1パック200円の卵

B：1パック350円の卵

どちらとも言えない

その他

無回答

34%

16%

3%

47%

16%

23%

4%

57%

・動物愛護に関心がある ・動物愛護に関心がない

11%

38%
8%

18%

10%

10%
5%

ケージ飼育

放し飼い

愛護型ケージ

屋内平飼い

卵を買わない

生産システムは気にしない

DK

～欧州連合の家畜福祉意識調査～～欧州連合の家畜福祉意識調査～

あなたはどの卵を買いますか？あなたはどの卵を買いますか？
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消費者アンケートについて

19%

74%

5%
2%

価格と家畜の快適さのバランスが大切 価格が高くなっても家畜の快適さを大切にすべき

家畜の快適さよりも価格を重視すべき その他

問７．家畜を飼う産業で、あなたは何を大切にしたらよいと考えますか？問７．家畜を飼う産業で、あなたは何を大切にしたらよいと考えますか？

・全体 ・動物愛護に関心がある ・動物愛護に関心がない
2%4%

74%

20%

3%10%

73%

14%

●A：1パック200円の卵を選んだ回答者では

12%

81%

5% 2%

価格と家畜の快適さのバランスが大切 価格が高くなっても家畜の快適さを大切にすべき

家畜の快適さよりも価格を重視すべき その他

・全体 ・動物愛護に関心がある ・動物愛護に関心がない
1%

3%

83%

13%

2%
14%

72%

12%
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消費者アンケートについて

33%

63%

2%2%

価格と家畜の快適さのバランスが大切 価格が高くなっても家畜の快適さを大切にすべき

家畜の快適さよりも価格を重視すべき その他

●Ｂ：１パック３５０円の卵を選んだ回答者では

・全体 ・動物愛護に関心がある ・動物愛護に関心がない
3%

3%

74%

20%

0% 0%

75%

25%

●どちらとも言えないと答えた回答者では

14%

76%

6%
4%

価格と家畜の快適さのバランスが大切 価格が高くなっても家畜の快適さを大切にすべき

家畜の快適さよりも価格を重視すべき その他

・全体 ・動物愛護に関心がある ・動物愛護に関心がない
4%

8%

74%

14%

4%0%

83%

13%
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消費者アンケートについて

19%

74%

5%
2%

価格と家畜の快適さのバランスが大切

価格が高くなっても家畜の快適さを大切にすべき

家畜の快適さよりも価格を重視すべき

その他

問．家畜を飼う産業で、あなたは何を大切にした問．家畜を飼う産業で、あなたは何を大切にした
らよいと考えますか？らよいと考えますか？

～欧州連合の家畜福祉意識調査～
家畜にやさしい生産システムで家畜にやさしい生産システムで
生産された鶏卵を購買する為に生産された鶏卵を購買する為に

どれくらいの上積み価格をどれくらいの上積み価格を
支払う意志がありますか？支払う意志がありますか？

25%

21%

7%

4%
9%

34%

全くなし 5%上積み

10%上積み 25%上積み

25%以上上積み 分からない

・全体
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消費者アンケートのまとめ

１．動物愛護に関心のある消費者は多い（82%：465人/570人）。

２．「動物愛護」から思い浮かべる動物
①動物愛護に対する関心の有無にかかわらず、動物愛護と聞いてペットや展示動物を

思い浮かべる人が多い。
②牛や豚などの家畜を思い浮かべる人は少なく（6%：50人/897人）

特に動物愛護に関心のない人はほとんど思い浮かべない。

３．日常で肉や卵を買う時に重視していることは
①鮮度、消費期限、価格、安全安心であり、家畜の飼い方へは関心は薄い

（2%：14人/844人）。

４．購買意識に関する設問
①ほぼ過半数の回答者（49%：277人/570人）が、1パック200円の卵を買うと答えてい

るが、動物愛護に関心のある回答者は、放し飼いされた鶏の卵（1パック350円）を買う

傾向が高い。
②1パック200円の卵を買う回答者で、動物愛護に興味のない消費者は、家畜の快適さ

よりも価格を重視する意見が高い。
③1パック350円の卵を買う回答者は、価格が高くなっても家畜の快適さを大切にすべき

との意識が高い。
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消費者アンケートについての質問や意見等

※※畜産物に関して畜産物に関して

・安全安心を最重要視してほしい。（家族が安心して食べるように。体内に入る物なので。）

・日本では安全安心という言葉が先行している感がある。

・美味しい卵やお肉を、より安全に、より安定した価格でお願いします。

・おいしいものを安く買いたい。

・価格の安い物ほど安全が必要。

・卵は、1パック100円くらいでないと買わない。

・高い卵を買いたいが、経済的に厳しいので安いものがよい。

※※動物愛護と家畜動物愛護と家畜

・家畜への動物愛護は考えたこともありませんでした。

・どんな人が育てたのか気になります。

・命を扱う以上、感謝の気持ちを忘れてはならない。

※※その他その他

・アメリカの牛肉は心配です。徹底した管理をお願いします。

・全ての情報を開示し、消費者に選択できるようにお願いします。

・肉卵にもトレーサビリティが必要である。
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